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苅田町青少年育成町民会議だより

6月 18日 (火 )|こ「7トアシス運動」啓発人形劇公演を第1ひまわり保

冑園で見させていただきました。

この日は、町内小学校のお話会「マサーグース」の与原小学校区の

「スイこ―」さんたち7人のメンバー|こよる公演でした。

プロ顔負けの演技に可愛い子どもたちが引き込まれて、とても楽

しそうでした。本当にありがとつごごいました。

実は私、言の話ですが、この保冑園で美術を担当したことがあり、

懐かしくて、園内を見てまわつていると、言の子どもたちの顔、声、理

事長さんの子どもたちへの暖かな眼差し等が思い出され、万感の思

いに浸りました。
″
子どもが好きだ

″″
明日の日本を担う子をつくる

″

という故古市辰美さんの気迫が思い出されました。

とこ3で、第1ひまわり保冑園卒園児の皆さん、本園が道路になる

ので取じ′壊されるそうです。今のうちに見学されて、幼き日のメモ

:ノーを味わつては、いかがでしようか?ノ        松枝玲子
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「オアシス運動」オアシス人形劇公演開催

事
農・・。

fr rl

γヽ

農

¬
回

L

ヨ
“

「

▼喘

`ヽ



ヽ _

ヽ″

苅田町青少年育成町

25回 総
民会議
ハ
7軍

1月

2月

●とき

平成25年 4月 23日 (火 )
●ところ

三原文化会館大ホール

平成25年 4月 23日 (火 )苅田町青少年育成町民会議
第25回総会が開かれました。

来賓として、行橋警察署生活安全課長 川口和彦氏、

苅田町議会 議長 坂本東二郎氏がご出席くださいました。

会長の挨拶から始まり、昨年度の主な事業と決算報告

があり、今年度の事業計画案などを提案。当町民会議の

今後の課題等 |こついて活発な意見が出る中で無事、総会

を閉会しました。

重点目標としては、
1.子ども同士や子どもと大人のふれあいを重視し、地域での異年齢の交流の場となる諸行事を企画し、各団体
の活動を推進する。

2.青少年の非行防止に努め、不審者や事故等から子どもたちを守る活動を推進する。

3.苅田町が取り組んでいる「苅田町非行防止推進事業」の主旨に沿い、積極的に事業に参画する。

4.青少年も社会の一員であることを自覚するようなボランティア活動を支援する。

5.青少年問題に関する、広報・啓発活動を推進する。

以上を重点目標に、関係機関と密接な連携のもと、地域住民と協力して青少年の健全育成に努めてまいります。
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平成25年度 事業計画
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○あいさつ運動(年間)
○少年を守る日補導 (毎月第3水曜日)
○理事会・総会

5月  ○県民会議総会出席

○オアシス人形劇公演

(対象:幼稚園。保育園)
○朝の声かけ運動

青少年を非行から守る全国強調月間
○有害図書指導訪問

○オアシス人形劇公演

(対象:幼稚園・保育園)
○夏休み特別補導

○すこやか71号発行
○親子ふれあい広場

○少年非行・シンナー等

薬物乱用防止講演会

○夏休み特別補導

○苅田駅前盆踊補導

○苅田町盆踊補導

いじめストップ強調月間
○いじめストップキャンペーン実施
○健全育成講演会

○神幸祭補導
○子どもフェスティバル
○オアシス等入選者表彰
○朝の声かけ運動

全国青少年健全育成強化月間
○教育講演会
○先進地視察研修
○すこやか72号発行

12月  〇年末年始特別補導

―

‥

萌

8月

○家庭教育講座

○どんど焼き補導

○親子ふれあいスポーツ

○委員役員講演会
○春休み特別補導
○すこやか73号発行
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次世代を担つ子どもだちが生きるこれからの時代は、どのよつ|こなつているで

しようか?体験不足な子どtたちが大人 |こなしノ、働かず、学ばず、遊ばずが多く
なつて来るのではないでしようか?私だち大人は、これでいいのかむあ～と考え
直す時代が来たので|さ ?
子どもたちがい3んな事|こ好奇心を持ち、困難き克服するスキルを体験を通し

て学び、また千ヤレンジする精神き育てましよう…。
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最近、子どもたちが話す言葉を聞いていると、

不思議なんじゃ?
・なぜ、「死ね。消えろ・きもい」などの言葉がすぐ出るの?

・なぜ、女の子が男の子のような言葉遣いをするの?
・なぜ、「ありがとう・ごめんなさい」などの言葉が出ないの?
。なぜ、誤解されるような言葉遣いになるの?

『回は災いのもと』と母から聞かされていました。「日から出た

言葉は止めようが無く、最後は自分に降りかかってくる。気をつけ

なさい。」とねえ…。

今思うと、バァ～バアの人生の中で沢山思い当たることがある。

現代っ子は、人とのコミュニケーションが苦手のようだ。しか

し、大人になり、社会に仲間入りするようになると言葉がとても

大切となる。自分の心を伝えるのも言葉、誤解を

招くのも言葉、人と人を繋ぐのも言葉である。一

とバァ～バァは、考えますが、どうでしようか ?

現代っ子はゲームが好きで、また深夜までテ

レビを見ているとのこと…。今はいろんな情報が

‐ D

子どもの手に入る環境があります。それが子どもたちにとつて

必要で有るか、無いかの判断が出来るまで、大人も我慢しな

ければいけんのか・・いやっ、そうではない。見せてはならない

本や、ゲームなど傍にありませんか?

子育ては、ただご飯を食べさせ、洋服を与えるものだけではあ

りません。見て、聴いて、考える力も導いていかないといろんな事

の判断ができません。できれば心が豊かな人に育つ方がいいの

じゃが～そうはいかんですかねえ。子どもの言葉の乱れは、多す

ぎる情報、ゲーム、テレビ、良くない本・・などから来ているのでは

ないかと思う。言葉の重みが大人の考えている重さとはズレがあ

るようにも、バァ～バァは思うところですc

どこかで、子どもの放つ言葉と子どもの取り巻く

環境も考え、言葉の重さを感じとってみてはどうで

しょう。そこに子育てのヒントもあるかも・・・

日本語を大切にしましょう。

ハ ア～ ハ ア の 0=D 踵嚢覇
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馬場」1尊腋
馬場小営校は、平成25年度で創立35年を迎えます。全校児童は268名 、職員は31名の規模で、毎日明る
く元気に過こしています。

馬場小単校では

「夢」と「活力」・「笑顔」のある子ども

「寛容」

互いに

思い合える

を育てるために、本年度

考え、 つちり、けじめのある行動で、つなぐと徹底

つなぐ・・・活動と学び、子どもと子ども、子どもと教師、家庭と学校、地域と学校

徹 底・・。当たり前の生活の徹底 (ルールを守り、すべきことをする)、基礎学力定着

をスローガンとし、中園不0枝校長先生を中心にチーム馬場は力を合わせて頑張つています。

そこで、馬場小学校では、次のような取り組みを中心 |こ子どもを育てています。

「自律」
気力 0体力ある
たくましい

ノ

ヽ

r

ヽ

「創造」
よく考え

チャレンジする

=鵬

「文と文」「場面と場面」
などをつなぎ、考える

4年生「一つの花」

学習したことを下学年に

分かりやすく伝える

3年生から2年生へ

1年生と6年生

1～ 6年生みんな

昼休み

歓迎遠足

(4月 )

先生も一緒に走ります
日
V

持久走大会

(12月 )

練習の成果を「発揮」

、「

ザ
a

持久走タイム

(毎週水曜日)
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1咽田後子眠砂馴冠晰◎
町内6校の小学校を順に紹介させて頂き
ます。今回は、南原小学校です。

20)
(hP"ht,i.Et!!

界に

a;qflきな
マ ス コ ｀ン

じ卜を持未 マ
世

の活動

お楽しみ会でのゲーム スノートーム制作

日

みた

響Pちょっと質問!!
放課後子どもひ3ばとはどんな活動ですか??

学童のように専門員が子どもをお預かりする事業では

なく、子ども達が安全で楽しく放課後を過ごせる自由参

加の居場所 (見守りのある公園)です。各保護者の責任の

もと参加していただいております。活動場所として学校

をお借りしていますが、役場の事業ですので、お問合せ

は学校ではなく、子育て支援課までお願いします。

Uつ 61も B思′レ~ル』 1、メl▼
があります。      ▼
自由な活動ですが、ひろばにはルー

ルがあります。子ども達はルールを
守りながら楽しく過ごしています。
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TEL 093-588-1036
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４
月
か
ら
苅
田
中
学
校
専
任

補
導
と
な
り
、こ
の
「
す
こ
や
か
」

の
編
集
委
員
と
し
て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
毎
朝
登
校
す
る

子
ど
も
た
ち
に
校
長
と
と
も
に

声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
苅
田
中

学
校
で
は
、
部
活
動
や
生
徒
会

役
員
の
生
徒
も
自
主
的
に
一緒
に

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
毎
日

い
ろ
い
ろ
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。
声
か
け
を
続
け
る
こ
と

で
、少
し
ず
つ
あ
い
さ
つ
の
声
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
ほ
ほ
え
み
や
笑

顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
す
る
生

徒
た
ち
が
増
え
て
き
た
こ
と
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

私
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に

「
元
気
」
を
も
ら
い
、
「今
日
も
一日

が
ん
ば
ろ
う
―
」
と
前
向
き
な
気

持
ち
で
朝
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
っ
て
本
当
に
す
ば
ら

し
い
も
の
だ
。
」
と
日
々
感
じ
て
い

ま
す
ｃ

井
上
裕
介

平
成
２５
年
度

す
こ
や
か
編
集
委
員

編
集
長

　

松
枝
　
玲
子

濱
田
　
勝
枝

原
　
　
育
子

田
口
　
朝
子

金
丸
　
晴
樹

井
上
　
裕
介

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会
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育
成
県
民
会
議
か
ら

表
彰
状

４
月
３０
日
、
多
年
に
わ

た

り
、
防

犯

活

動
、
街

頭
活
動
及
び
青
少
年
の
健

全
育
成
活
動
の
貢
献
に
よ

り
、
福

岡
県
青
少
年

育

成
県
民
会
議
よ
り
当

町

民
会

議

副
会

長

三
角

主

計

氏
、
当

町
民
会

議

理
事
長
　
長
田
祐
江
氏
、

２
名
が
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。ま
た
、
５
月
６
日
に
は
、

吉
廣

町
長

（当

町
民
会

議
会
長
）
へ
表
敬
訪
問
し

表

彰

の
報
告
を
し
ま

し

た
ｃ

ぶ

l
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